
 

 

三鷹市障がい者地域自立支援協議会委員名簿（グループ分け）

（第7期）

グループ No. 氏名 所　属 専門部会

1 大澤　里実 東京都多摩府中保健所 相談支援部会

2 大野　通子
精神障がい者サービス事業者
社会福祉法人　巣立ち会

相談支援部会

3 鶴田　明子
相談支援事業者
合同会社じゆうと

相談支援部会

4 真坂　一穂 社会福祉法人　三鷹市社会福祉協議会 相談支援部会

5 中野　弘子 三鷹市心身障害者（児）親の会 生活支援部会

6 上野　たか子 三鷹市民生・児童委員協議会 生活支援部会

7 福原　理絵 身体障がい当事者（視覚） 当事者部会

8 新津　健朗
知的障がい者サービス事業者
社会福祉法人　にじの会

生活支援部会

9 高橋　みゆき 身体障がい当事者（聴覚） 当事者部会

10 中野　昭精
グループホーム事業者
社会福祉法人　おおぞら会

生活支援部会

11 平松　百花 知的障がい当事者 当事者部会

12 岡田　敏弘
障がい者自立支援センター　ゆー・あい
社会福祉法人　三鷹授恵会

相談支援部会
当事者部会

13 渡辺　雅令 三鷹市医師会 生活支援部会

14 赤岡　かおる 精神障がい当事者 当事者部会

15 瀧澤　勤
地域活動支援センター　まちかど
特定非営利活動法人 みたか街かど自立センター

生活支援部会
当事者部会

16 加藤　亮一
一時保護事業者
特定非営利活動法人　三鷹はなの会

生活支援部会
就労支援部会

17 土屋　秀雄 精神障がい者家族会　あおき会 生活支援部会

18 南雲　潤 身体障がい当事者（肢体不自由） 当事者部会

19 渡辺　里江子 三鷹公共職業安定所　 就労支援部会

20 山﨑　智世 府中けやきの森学園 就労支援部会

21 海老原　惠理子
三鷹市障がい者就労支援センターかけはし
特定非営利活動法人　障がい者ワーククラブみたか

就労支援部会

22 堀　洋一郎 公募委員 就労支援部会

23 渡邊　幸治 三鷹商工会 就労支援部会

24 豊田　未知
放課後等デイサービス事業者
TEENS三鷹

生活支援部会

25 吉田　純子
一般社団法人 発達障がいファミリーサポート
Ｍarble

生活支援部会

26 片桐　朝美 杏林大学　保健学部　健康福祉学科 生活支援部会

※当日の出欠状況により、グループが変更となる場合があります。
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令和７年７月24日（木）午後６時30分～
教育センター３階大研修室
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第２回タイムスケジュール（予定） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 時間は目安です。 

  

時間 内容 

18：30 

 

18：35 

 

 

 

 

18：55 

 

 

 

 

 

19：55 

 

20：00 

開会、事務連絡（５分） 

 

次第１ 報告事項（20分） 

（1） 令和７年度三鷹市障がい者等の生活と福祉実態調 

査について  

（2） 意見シート等でいただいたご意見について 

 

次第２ 協議事項（60分） 

地域課題の共有・協議について（生活支援部会） 

    ・発表（10分） 

    ・グループにて意見交換（30分） 

    ・全体での感想・質疑応答（20分） 

 

次第３ その他（５分） 

 

閉会 

（参考資料３） 



 

 

 

 

三鷹市障がい者地域自立支援協議会への意見シート 

 

 各議題について言い残したことや、協議会そのものについてのご意見など、なんでもご

記入ください。 

お名前：             

【                   】について 

意見記入欄 

 

 

 

 

 

 

 

【                   】について 

意見記入欄 

 

 

 

 

 

 

 

【                   】について 

意見記入欄 

 

 

 

 

 

 

 

（参考資料４） 



 

 

 

ありがとうございました。メールやファクスでご提出ください。 

     【提出期限】令和７年７月 31 日（木） 

【提出先】三鷹市健康福祉部障がい者支援課障がい者支援係 

メール   ：shien@city.mitaka.lg.jp           

ファクス：0422-47-9577                       

 

【                   】について 

意見記入欄 

 

 

 

 

 

 

 

【                   】について 
意見記入欄 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

１　令和７年度の部会及び事務局体制

２　部会長・副部会長決め

３　第１回自立支援協議会(５月21日開催)への発表シートの確認について

４　令和７年度の部会(事例検討会)開催について

　(1)  日程について

　(2)  内容について

５　次回の企画会について

　

１　令和７年度の部会及び事務局体制

　　髙橋さん→真坂さん(三鷹社協)、春日さん→大澤さん(多摩府中保健所)

　　事務局に新たに障害者相談係の池田係長、福田主査が加わる

２　部会長・副部会長決め

　　部会長は大野さん→鶴田さん、副部会長は鶴田さん→大野さん。書記は岡田(変更なし)

３　第１回自立支援協議会(５月21日開催)への発表シートの確認について

　　本日配布された発表シートで良い

４　令和７年度の部会(事例検討会)について

　(1) 日程等について

　　　同一テーマで年２回、午前と午後で開催することとする。

　　　１回目は、10月16日(木)か17日(金)の午前とし、２回目は２月５日(木)の午後とする。

　(2) 事例について

　　　令和６年度の事例をベースにし、鶴田部会長が事例(案)を作成する。

５　次回の企画会について

　　令和７年７月開催予定　日時、場所未定

　　　令和７年７月の企画会には、放課後等デイと高齢部門の方たちに参加して

　　もらう。事例検討会の案内と出欠確認などは香川課長が行う。

内容

次回の議題

専門部会　報告書

専門部会名
相談支援部会

（令和７年５月15日開催） 出席者
(敬称略)

（委員）大野、鶴田、岡田、真坂、
　　　　　大澤（欠席）
（市・事務局）香川、藤井、川上、池田
（書記）岡田

議題

（参考資料５－１） 



 

 

 

令和７年 三鷹市自立支援協議会生活支援部会 議事録（要旨） 

 

 令和７年６月１８日（水） 

18時 30分～20時 30分 

場所：第 2庁舎４F243会議室 

 

出席者：中野部会長、加藤委員・瀧澤委員・豊田委員、吉田委員・新津委員（書記） 

市役所職員 井上係長 飯田氏 

 

 

１， 「色々な団体に話を聞く・知る」の具体化について 

●重層的支援体制の理解を深める 

（資料）① 三鷹市 健康福祉総合計画 2027 一部抜粋  

②  社協 令和６年度 地域福祉コーディネーターによる共助支援報告書 

★総合計画から ～自治体の構想を知る～ 基本構想→基本計画→健福総計画→障害計画 

支援体制について… 介護・子どもと比較しても少ない、拠点数がそもそも足りてるの？ 

          ※実態調査等から人口比を紹介 

基幹相談：１  地活センター：２ （身まちかど・精ゆーあい）各活動？ 

→知的の地活がない…これも地域の課題？ 

 重点課題について… 重層的支援体制推進会議って誰がどこで何を協議しているの？ 

            →R5.11.7 R5年度第 3回会議（市長の公務日誌より） 

連携体制の更なる強化→そもそも「今の連携体制」がわからない。 

 「地域の拠点を活用」という… 地域生活支援拠点との関係→ 親亡き後（８０５０）の支援？ 

（参考資料５－２） 



 

 

 

よくわからないので知りたい。  

一時保護（ぴあ）も拠点？ →相談支援部会の守備範囲 

 

★報告書から ～地域福祉コーディネーターの仕事を知る～ 

数値実績について… 人口比や他自治体データと比較しないと数の大小は不明。 

          相談を受けて対応→「リアクション」の動き 

          訪問対応の件数が多く、足を使った活動が中心と思われる。 

※他自治体では主体的な「アクション型」の取組報告もある 

（別途実践事例集参照） 

対応事例について… ケース６参照。不登校の「居場所」は既にいくつかあることがわかる。 

（瀧澤さんチラシ）→新規の居場所「づくり」よりも既存活動を活用？ 

→意見交換 

 ・包括的な相談支援を実施する事業としては、他分野（高齢や保育）と比べて障害は基幹型のみであ

るため、拠点の数はもう少し増えてもよいのでは？特にケースワーカーにおける担当する相談体制

についても増やしても良いと思われる 

 ・ 

２，市内福祉事業者・サービス現況の把握 



 

 

 

★実態調査報告書（資料なし）から ～障がい者（児）の暮らしの現在地点を知る～ 

考察… R4報告書の自由記述から地域の課題を探す。 主な複数回答を以下に羅列する。 

→特別支援学校がない（都の課題）、学童保育 4年生まで（近隣市は 6年生までやってる）、 

重心対応放デイが少ない、短期入所の不足（市外事業所を利用）、道が狭い・歩道がない、 

移動支援使いたくてもヘルパーがいない→（武蔵野市報酬単価の話を紹介）、 

ヘルプカードを三鷹市で配布して→（解決！よかった事例をもっと共有・賞賛しあいたい！） 

 

※市内の障がい者（児）の総数… R4報告書から推測。  

障がい者・児・65歳以上の手帳保持者数、自立支援医療、難病の人の合計 

   → ２２２２×２＋４０１＋２１９= 概ね 5,000 人ほどが実人数と考えられる。 

 三鷹市の人口… 約 190,000 人 手帳保持者数推計…約 5,000 人  人口比  約 2.6％ 

  ※内閣府 障害者白書… R5版「国民のおよそ 9.2％が何らかの障害を有している」 

   → 潜在的な障がい者児数を合わせると、およそ 17,000 人くらいの人がいる？ 

  要介護（支援）者数… 8,330 人 R６．１ 介護事業状況報告月報（都）   同 約 4.3％ 

  市内 15歳未満の人口… 22,837 人 R7.6現在 三鷹市 HP      同 約１２％ 

  市内 就学期児・生徒数… 約 13,000 人 R6 A-room 見学時作成資料   

  市内 障がい児手帳数… 401人 R4 実態調査報告より       同  0.2％ 



 

 

 

 

３～市内にどんな施設がどのくらいあるのかを知る～ 

考察… 障がい者児計画の目標・実績延べ人数と施設の定員総数を突合すれば 

「施設・サービスの充足度」と「不足している施設・サービス」がわかる。 

→ 不足しているものがそのまま「地域の課題」ということではないか？ 

 （参考）障がい者（児）計画 第 5章第 1節 前期計画における成果目標の達成状況 

 ★施設入所者（135 人）の地域生活移行 R4 目標 9 人→実績 2 人 R8 目標 6％（9 人） 

 ※国の基本指針で言っている数をそのまま R８目標にしている…実績から見ても無理では？ 

  R4実績がなぜ目標達成できなかったかの検証は？（PDCAの Cと Aが抜けている） 

  達成できないこと自体が地域課題（三鷹市は地域移行の受皿が不足）ではないのか？ 

 

→意見交換 

  ・重層的支援体制整備事業についても、別紙にて共有したが三鷹市としても今後具体的な取り組み

を共有していく必要があるし、この内容で部会としてもバックアップ出来る部分があるのでは。 

  ・地域生活支援拠点についても、適宜協議会内で報告が必要と思われる。 

 

上映会アンケート集計結果 （資料） ④ 瀧澤・加藤集計  中野なりのまとめ 



 

 

 

 〇上映タイトルは重かった（昭和～平成初期の時代背景とその後の社会・家族構成の変容） 

〇会場は好評（ゴロゴロスペース、アフタートーク） 

〇デフリンピックを知らなかった、（わが子は発達）他の障害のことはわからないことが多い…とい

う記述 → 市民に「知ってもらう」ための良い機会となった。 

 議論 

・三鷹市教育プラン 2027 の共有 ・情緒障がい支援学級創設の意義 ・ 

他議論・共有事項 

・障がい者実態調査 支援者や事業者による回答やアンケート内容を反映する仕組みの検討余地 

・移動支援を担うヘルパーが減少傾向にある点（東久留米では増加あるいは体制基盤がしっかりして

いる現状もある） 

・計画相談でセルフプランが増加している背景（特に児童）逆に成人はセルフプラン作成に消極的？ 

 

発表シートについて （資料） ⑤発表案は別紙 当日生活支援部会資料を基に協議  

⑥事例検討会の紹介、 ⑦板橋区の悩 

 

以上 20：30終了 



 

 

 

 

出席者

専門部会　報告書（令和７年度第１回　４月30日）

(委員)
工藤委員（オンライン）
山﨑委員
海老原委員
渡邊委員
加藤委員（オンライン）
堀委員

（事務局）
嶌根
糸田

次回の議題

議題

１　新部会長について
２　短時間就労ワーキングチームの進捗報告
３　今後の活動の方向性の確認
４　その他

次回は、短時間ワーキングチームの活動の様子等を各事業所さまから話を聞き、年度末の報告会の方向性を確
認する。

就労支援部会
(ワーキングチーム)

１　新部会長について
　　府中けやきの森学園山﨑委員が工藤委員の後任として引き継ぐ。
２　短時間就労ワーキングチームの進捗報告
　　今後も引き続き活動していく。

３　今後の活動の方向性の確認
　　短時間ワーキングチームの報告会を目指す。
　　２月の親会（自立支援協議会）で報告会の告知ができるよう動いていく。
　　１月中旬に短時間就労に協力していただいている４社のうち、実践が進んでいる会社の方にに来てもらう。
　　次回は６月に集まる。ひまわり第一共同作業所、むうぷ舎中原、すきっぷ等事業所の方にも来てもらう。
　　（参考）
　　　令和８年２月20日　自立支援協議会（親会）　就労支援部会発表
　　　令和８年１月20日　就労支援部会　発表シート提出
４　その他
　(1) 就労選択支援について
　　　　町田市：株式会社が就労選択支援事業をやるところがあるが、三鷹市はどうか。
　　　　→当面は就労アセスメントを利用する。

専門部会名

内容

（参考資料５－３） 



 

 

 

 

報告会に向けて
・内容の組み立て
・規模や周知方法
・役割分担

就労支援部会
(ワーキングチーム)

１　短時間就労ワーキングチーム活動報告
　(1) 東京ハウス
　　　ア　ひまわり第1共同作業所
　　　　　2回/月に行っている。希望通りにしてもらえた。利用者も固定せず行っている。就労に向けての練習の
　　　　　場にもなっている。
　　　イ　すきっぷ
　　　　　1回/週に行っている。内職だけだと気が緩むので、外出機会があり良い。社会人経験にもなる。
 (2)ひろ写真
　　　ア　ひまわり第１共同作業所
　　　　　先方の不安を取り除きながら、導入までていねい準備している。
　　　イ　応募者もチャレンジすることで就労以外の生活全般に良い影響が出てきている。

２　報告会に向けて
　（１） 開催日時
　　　　1月19日以降の平日。商工会の新年会の後。1時間半～2時間の開催。
        １５時３０分～16時頃から。
　（２） 開催方法・場所
　　　　対面のみ。市役所または協働センターなど。
　（３） 参加者
　　　　市、福祉関係、近隣の会社、商工会理事者など
　（４） 内容
　　　　報告会の骨子を固めていく中で事業所様と相談して決めていく。
　（５） 周知方法
　　　　商工会の理事の方へは渡邊委員に依頼。
　　　　規模や周知方法は次回以降相談。
　（６） 今後の進め方
　　　　就労部会の委員で報告会の枠を相談し、その後協力事業者さま等を交えて完成させていく。

３　その他
　(1) メーリングリストの更新。就労移行、A型、B型の事業所にもう一度ワーキングチームの存在を声かける。
　(2) 次回部会は9月以降に開催

専門部会名

内容

出席者

専門部会　報告書
（令和７年度第２回_第1回ワーキングチーム　６月11日）

(委員)
山﨑委員
海老原委員
渡邊委員（オンライン）

（ワーキングチーム）
ひまわり第1共同作業所　藤井
ひまわり第1共同作業所　松本
むうぷ舎中原　沼尾
すきっぷ　青木
すきっぷ　本多

（事務局）
糸田

次回の議題

議題

１　短時間就労ワーキングチーム活動報告
２　報告会に向けて
　（１）開催日時
　（２）開催方法・場所
　（３）参加者
　（４）内容
　（５）周知方法
　（６）今後の進め方
３　その他

（参考資料５－４） 



 

 

 

 

 

「令和６年度版 東京都内の自立支援協議会の動向」について 

 

東京都から令和６年度の都内自立支援協議会の活動内容をとりまとめた「令和６年度版 東京

都内の自立支援協議会の動向」（以下「動向集」という。）が発行されました。 

 動向集と同内容のものが東京都心身障害者福祉センターホームページにも掲載されています

ので、ぜひご一読いただき、自立支援協議会の活動促進にご活用ください。 

 

【東京都心身障害者福祉センターホームページ】 

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/shisetsu/jigyosyo/shinsho/jiritsus

hienkyougikai/dai8ki/6doukousyu  

 

 

※動向集（冊子）は、自立支援協議会及び専門部会の設置数分が届いているため、会長及び専

門部会長のみにお渡ししております。数に限りがあり恐縮ですが、ご了承ください。 

 

 

（参考資料６） 


